
実質国内総生産（原系列） （前年同期比） （単位：_）

国内総生産
（支出側）

民間最終消
費支出 民間住宅 民間企業

設備
民間在庫
品増加

政府最終
消費支出

公的固定
資本形成

公的在庫
品増加

財貨・サービス

国民総所
得

総固定資本
形成純輸出 輸 出 輸 入除く持ち

家の帰属
家賃

家計最終
消費支出

2009／ 1` 3. －8•9 －3•7 －3•9 －5•0 0•1 －19•6 （0•6） 0•6 －1•8 （－0•0） （－3•5） －36•5 －17•7 －7•6 －14•4

4` 6. －5•7 －1•1 －1•1 －1•6 －9•9 －22•2 （－0•1） 2•0 12•6 （－0•0） （－2•1） －29•4 －18•8 －3•3 －15•6

7` 9. －5•2 －0•4 －0•4 －0•7 －20•3 －21•1 （－0•2） 2•2 9•4 （－0•0） （－1•3） －22•7 －16•5 －3•4 －16•4

10`12. －1•0 1•1 1•2 1•2 －24•4 －13•7 （－1•6） 1•8 7•0 （－0•0） （2•0） －5•0 －15•4 －0•9 －10•9

＊（ ）内の数値は寄与度。
＊財貨・サービスの純輸出の寄与度は財貨・サービスの輸出の寄与度－財貨・サービスの輸入の寄与度により求めている。
実質国内総生産（季節調整系列） （単位：2000暦年連鎖価格、10億円）

国内総生
産
（支出側）

民間最終
消費支出 民間住宅 民間企業

設備
民間在庫
品増加

政府最終
消費支出

公的固定
資本形成

公的在庫
品増加

財貨・サービス

開 差 国民総所
得

総固定資
本形成純輸出 輸 出 輸 入家計最終

消費支出 除く持ち
家の帰属
家賃

2009／ 1` 3． 518¶875•9 301¶224•9 294¶527•6 244¶000•1 14¶855•1 73¶417•8 2¶105•1 98¶106•0 18¶999•9 257•0 8¶360•2 59¶648•1 51¶287•9 1¶550•0 520¶492•6 106¶786•9

4` 6． 526¶546•1 304¶631•7 297¶973•2 247¶307•9 13¶457•9 70¶363•0 281•0 98¶370•5 20¶246•8 258•2 15¶846•7 65¶136•7 49¶290•0 3¶090•2 527¶721•0 103¶720•2

7` 9． 525¶808•5 306¶431•0 299¶785•4 248¶987•8 12¶411•6 68¶566•4 －702•8 98¶441•8 19¶945•0 220•0 18¶637•4 70¶578•3 51¶940•9 1¶858•2 523¶308•2 100¶547•1

10`12． 530¶730•4 308¶578•2 301¶946•0 251¶009•2 12¶003•4 69¶216•9 －1¶399•4 99¶061•9 19¶693•4 246•3 21¶531•1 74¶125•9 52¶594•8 1¶798•6 526¶158•6 100¶452•0

＊年率で表示している。
＊開差＝国内総生産（支出側）－国内総生産（支出側）の内訳項目計
＊国内家計最終消費支出、民間企業設備、民間在庫品増加 1994年１`３月期～直近期の原系列に季節調整をかけている。
その他の需要項目 1980年１`３月期～直近期の原系列に季節調整をかけている。

実質国内総生産（季節調整系列） （前期比） （単位：_）

国内総生産
（支出側）

民間最終消
費支出 民間住宅 民間企業

設備
民間在庫
品増加

政府最終
消費支出

公的固定
資本形成

公的在庫
品増加

財貨・サービス

国民総所
得

総固定資本
形成純輸出 輸 出 輸 入除く持ち

家の帰属
家賃

家計最終
消費支出

2009／ 1` 3． －3•6 －1•3 －1•3 －1•7 －6•6 －8•7 （－0•9） 0•8 3•6 （－0•0） （－0•6） －23•8 －17•6 －2•5 －6•2

4` 6． 1•5 1•1 1•2 1•4 －9•4 －4•2 （－0•4） 0•3 6•6 （0•0） （1•8） 9•2 －3•9 1•4 －2•9

7` 9． －0•1 0•6 0•6 0•7 －7•8 －2•6 （－0•2） 0•1 －1•5 （－0•0） （0•3） 8•4 5•4 －0•8 －3•1

10`12． 0•9 0•7 0•7 0•8 －3•3 0•9 （－0•1） 0•6 －1•3 （0•0） （0•5） 5•0 1•3 0•5 －0•1

＊（ ）内の数値は寄与度。
＊財貨・サービスの純輸出の寄与度は財貨・サービスの輸出の寄与度－財貨・サービスの輸入の寄与度により求めている。
＊国内家計最終消費支出、民間企業設備、民間在庫品増加 1994年１`３月期～直近期の原系列に季節調整をかけている。
その他の需要項目 1980年１`３月期～直近期の原系列に季節調整をかけている。
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